
 

不思議な静電気 
やじろべえ検電器（けんでんき）を作ってみよう 

 
浦家淳博 

 
竹ひごとアルミホイルでやじろべえを作ります．このやじろべえは，近づけたものが電気をもってい

るかどうかを調べることができるので，検電器（けんでんき）といいます．この検電器にいろいろなも

のをティッシュでこすって近づけてみましょう．どんなものが電気をもっているでしょうか． 
また，アルミホイルにストローをさしこむと，検電器がレベルアップします．近づけたもののもって

いる電気の種類がわかるようになるのです． 
 
用意するもの 

検電器：竹ひご，はっぽうスチロール 
アルミホイル，ストロー，ティッシュ 

調べるもの：えんかビニルパイプ， 
その他いろいろなもの 

 
不思議はどこだ 

１．まっすぐに立てた竹ひごに，折りたたんだ

アルミホイルをそっとのせてやじろべえ検

電器を作ります． 
２．調べるものをティッシュでこすってアルミ

ホイルに近づけます． 

 
３．すると，アルミホイルが近よってくるよう

にまわりだします．ところが，こすったも

のがアルミホイルにさわってしまうと，ア

ルミホイルは，にげるように回りだすで

しょう．どうしてかな？ 
４．アルミホイルの先を細くして，ストローを

さしこんで，ストローをティッシュでこ

すっておきます． 
５．そして，上の２と同じ実験をしてみると，

こんどは，近づけるものによって，ストロー

が近よってきたり，にげていったりするで

しょう．どうしてかな？ 
 
考え方 

電気には，プラス（＋）とマイナス（－）の

2 種類があります．2 つのものに，それぞれど
の電気があるかによって，2 つのものが近よる
かにげるかが次の表のように決まっています． 

マイナス　　なし　　プラス

プラス 近よる 近よる にげる

なし 近よる 動かない 近よる

マイナス にげる 近よる 近よる  
2 種類のものをこすりあわせると，どちらか
にプラスの電気，別のほうにマイナスの電気が

たまるようになります．（ストローとティッ

シュだと，ティッシュにプラスの電気，スト

ローにマイナスの電気がたまります） 
※ 電気がないものに電気を近づけたとき 
（アルミホイルに塩化ビニルパイプ） 

 
（プラスとマイナスがはなればなれになる） 
 

実験のカンどころ 

 近よるか，にげるかがよくわかるように，い

きをそっとふきかけただけでも，アルミホイル

がクルクルまわるように形をととのえておきま

す． 
アルミホイルのまわりかたがおかしいときは，

指でアルミホイルをさわってみましょう．（よけ

いな電気が指を伝わってなくなるからです） 
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